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Abstract：：：：We propose a method of analysis by 

computer simulation for artistic techniques in narrative 

works. Completely, we deal with camerawork 

techniques in a movie of Ozu, show result and 

consideration of a simulation using the system and 

rules that we developed. 
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1. 背景と目的 

   我々が進めている物語生成システムの研究では，

複数の単位の階層的組織化としてその構成を捉え，

全体としての統合を意図しつつ個々の単位ごとに研

究を行っている．最も大きな単位は，物語内容・物語

言説・物語表現であり，本研究では物語表現中の映

像表現機構を扱う．前の機構で生成された物語概念

表現を簡易な映像表現に変換し，さらに撮影技法・カ

メラワークによってそれを多様化する部分である．ここ

ではこのふたつの概要を紹介するが，次のような問題

の検討を目的とする．実際の映画（小津安二郎の『東

京物語』）の分析から得られたカメラワークのルールを

使ってその映像への自動適用を行い，どの程度機械

的にシミュレーション可能かどうかの検討を行う． 

2. 映画分析と簡易映像生成システム 

『東京物語』全編を対象に人物の一動作が含まれ

ると解釈できる映像ごとに，動作の名称や対象，人物

の名前等の要素を含む「動作票」を作成した．動作数

は合計 112 に整理した．これから一動作単位を一概

念表現として記述した．これを以下のシステムの入力

とする．システムは，行為（動詞的要素）を中心とする

格フレーム形式を持つ概念表現記述を，映像記述言

語 TVML テキストデータに変換する．これは CG アニ

メーション映像として再生される．Agent，location 等の

格要素を TVML のオブジェクトと対応付け，行為には

具体的動作を付与する．人物等の配置はデフォルト

とする．その際，もともとTVMLに用意されている具体

的動作のスクリプトは少数なので，真部によるツール

[1]を利用してその他の動作スクリプトを登録した．こ

のシステムで上記概念表現すべての簡易映像化が

可能となった．上映時間は，実際の映画が約 120 分

なのに対し，映像の時間設定を明示的に行っていな

いなどの理由により，約 150 分となった（詳細は[2]）． 

3. カメラワークのシミュレーション的分析 

 ルール集合を取換えることで様々なカメラワークへ

の対応が可能なカメラワーク自動適用システムを作成

した（詳細は[3]）．今回，『東京物語』で使用されてい

ると考えられるカメラワークを「小津ルール」と呼ぶル

ール集合として記述し，上記システムの出力映像を

実際の映画に近いものに手直ししたものに適用する．

小津ルールは基本的に，TVML スクリプトにおける映

画の一ショットに対応する映像の単位ごとに，その中

の登場人物の特定の動作等を検出し，対応するカメ

ラワークコマンドを TVML スクリプト中に記述する． 

このような道具立ての下に，『東京物語』のカメラワ

ークのシミュレーション的分析を行っている．シミュレ

ーション的分析とは，プログラムによる対象のシミュレ

ーションを通じて，その性質を分析する方法を意味す

る．具体的には，まず映像分析を通じて最初の小津

ルールを作成しシミュレーションを行う．その結果から

ルールの改訂や追加を行い，再度シミュレーションを

行う．これを繰返して可能な限り多数のショットを正確

にシミュレーションできるような小津ルールに改良して

行く．その結果，より一般的なルールすなわち多数の

ショットに適用可能なルールとそうでないルールとの



判別が可能になるであろう．そして特に，稀有なルー

ルによってしかシミュレーションできない場面や，そも

そもルール化が困難な場面について，映画の中での

その位置づけなどを考察することで，小津のカメラワ

ークの方法への知見が得られることが期待される． 

 現在まで，以下の小津ルール第二版のシミュレーシ

ョンが終了した―①複数の対象を撮影する場合カメラに

対して主となる対象同士の顔を重ねない，②会話シーンの

場合話し手に合わせてミディアムショットにフレームサイズ

を統一する，③話し手を映す際聞き手からの視点になるよ

うに映す，④会話シーンの場合最初と最後のショットはマス

ターショットとする，⑤映像全体のショットはローポジション

で統一する，⑥映像全体のショットはローアングルで統一

する，⑦シーンの合間に風景ショットを映す，⑧ミディアム

ショットによる会話時に他の動作を伴う場合マスターショッ

トに切り替える，⑨会話時話し手と聞き手が一定の距離内

にいる場合聞き手の後方から話し手をミディアムショットで

映す，⑩特定座標から大きく離れた位置に人物がいる場

合マスターショットで映す際にその人物を除外する，⑪会

話時話し手から一定範囲内に別の人物がいる場合その人

物を含めてミディアムショットで映す，⑫一定の距離以上歩

く動作を行う人物がいる場合その人物を移動撮影で映す． 

4. 考察 

二巡目のシミュレーションでは，765 ショット（但し 74

ショットは入力 TVML の形式不備のため除外）中 550

ショットが正確に表現できた．一巡目より 84 ショット増

えている（内訳は[3]）．小津ルール第二版では正確

に表現できなかった映像やそもそもルール化が現状

では困難だった映像について考えてみたい． 

まず，ルール化できなかった映像には主に 4 タイプ

があった．まず「会話場面で，話していない人物をミ

ディアムショットで撮影する場合」であり，これは撮影

対象の判断方法が現在不明である．次に，「会話場

面で，マスターショットに切り替わるがそのカメラ位置

が前と異なっている場合」であり，小津ルール⑧の変

則版である．さらに，「会話場面で，ある場面の最後

からひとつ手前のショットがマスターショットになる場

合」で，この場合最後のショットは会話のないミディア

ムショットとなることが多い．そこで最初の場合をルー

ル化できればこれもルール化できる可能性がある．最

後に，「人物の身体の特定の部位だけがアップで撮

影される場合」である．これは全ショットを通じてひと

つしか現れなかった．その条件が不明である． 

次に，ルール第二版で正確に模擬できなかった映

像のひとつに「カメラの移動撮影」がある．これが行わ

れているのは全体を通じて 2 ショットしかなく，それぞ

れ同じ条件ではルール化できなかった．もうひとつは，

他と比べかなりロングショットで撮られたマスターショッ

トの例である．これらの映像は何れも主人公の老夫婦

が当てにしていた東京の子供達の家に泊まれず途方

に暮れている場面という点で共通している．またルー

ル化できなかった例のうち，人物の身体の特定部位

のアップがある場面は，老夫婦に最も親切だった義

理の娘が義理の母親の葬儀に出席している部分であ

り，これも映画の中に占める意味内容の点で深長な

場面である．まだ仮説的なものに過ぎないが，意味内

容的に重要な場面に対して比較的特殊な技法が使

用されているのではないかということが想像される． 

この種のシミュレーション的分析は，映像（広く考え

れば芸術や文学）の研究に対するひとつの接近法の

提案でもある．評論や通常の分析とは違い，シミュレ

ーションを通じて使用されている技法の存在の証明

が可能となる．特に芸術作品の構造や形式のある部

分はルール化可能であり，何処まで機械的処理が可

能なのか，またそれを超える部分は何なのか，といっ

た考察への道が開ける．逆に生成（創造）の方向にお

いて，人間と機械との共同的な制作，道具としてのコ

ンピュータの支援による制作の考察にもつながる． 
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